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地震に強い2×4工法を標準仕様
木造軸組工法の約1.5～2倍の強度を誇り、気密性・断熱性・耐火

性にも優れる2×4工法（枠組壁工法）を採用。完成してからでは見え

なくなる部分にこそこだわるのが『ヒコケン』の家づくりです。

暮らしをデザインする完全自由設計
家は単なる箱ではなく、ご家族のさまざまなストーリーが生まれる“暮ら

しの器”です。土地条件、家族構成、ライフスタイルにぴったり合うワク

ワクする空間を自由設計でご提案します。

子育て世代でも手が届く適正価格
創業49年以上の信頼と実績に加え、中部エリア最大級の2×4自社

生産工場を持つ『ヒコケン』は、より良い製品、ハイグレードな商品を

安く提供できるルートを確立。子育て世代でも安心です。

ヒ コ ケ ン が 目 指 す 家 づ く り

お客様の想いの数だけ住まいのカタチがあります

私たち彦坂建設のスタッフは、お客様に｢ありがとう。｣と言っていただけるような家づくりを目指し、

スタッフ1人1人がつよい想いをもって1棟、1棟心をこめて家づくりに取り組んでおります。

お客様の想いの数だけ住まいのカタチがあります

私たち彦坂建設のスタッフは、お客様に｢ありがとう。｣と言っていただけるような家づくりを目指し、

スタッフ1人1人がつよい想いをもって1棟、1棟心をこめて家づくりに取り組んでおります。

ヒコケンが選ばれる理由ヒコケンが選ばれる理由


